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    夢実現講演会～「みんな自分の人生の主人公」 

○講演会後のふり返りを紹介します。 

 

「ありがとう」この１秒の言葉で人をしあわせにでき,傷つくこともある。このことを心にきざみ,過ご

していこうと思います。「元気なはい！」「さわやか笑顔」「きびきび行動」「明るい笑顔」この４つを

忘れないようにしていきたい。 

 

時間は止めることができないので,夢や目標を実現に「なる」ではなくて,

実現に「する」という意識を高めていきます！！ 

 

１つ１つの言葉やあいさつで,人柄や性格,人を大切にする人なのか,たく

さんことが分かり知られてしまうということが分かりました。 

 

人格を否定してはいけない．ネガティブに考えるのではなく,ポジティブに考える事が自分や周りも

幸せに喜ばせることができる方法だという事や,自分の夢や目指す姿を言葉にすることで実現で

きるということが分かりました。 

 

特に印象に残ったのは,「自分は自分の主人公,世界でただ一人自分を育てる責任者」 

「変えれるのは自分と未来だけ」という言葉でした。 
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１１月２５日（木）社員教育接遇マナー研究所代表の俵純子先生をお招きして,『夢実現

講演会』が行われました。この講演から，自分自身の夢を持つことについて考え，夢を実現す

るために必要とされている力はどのようなものか知ることができました。体をつかったり声をだ

したりしながら,あっという間の時間でした。 

 

・自分にないものを探すより，自分にしかないものを探そう。 

・「明るいあいさつ」「さわやか笑顔」「元気なはい！」「キビキビ行動」 

・出会いで人生が変わる。 

・自分の心を見ていますか？ 

・自分の心を大切にしていますか？ 

・みんな自分の人生の主人公！誰かのわき役じゃない！ 

・今という時間はもうやってこないから，大切に。 

・よく見るということは，見ることを「意識」すること。 

 

たくさんの言葉が届けられました。 

 



自分は今まで相手からどんな印象をもたれても,夢が叶えばいいと思

っていましたが,夢実現のために,相手からどう思われるかで夢がかな

う可能性が大きく変化してくると分かりました。なぜなら,相手に応援

され自分の支えになってもらえるからです。 

 

夢を実現するためには「なりたい」ではなく,「なる」に変え,自分を信

じて努力をすることが大切なんだと思いました。 

 

「１番になるには,１番努力しなくてはならない」の言葉がどれだけ夢を実現させたいかが分かり,

心に残りました。 

 

夢があっただけで何もしなかったら,夢は叶わない。自分でしっかりと努力しないと夢は叶わない。 

私も夢があるので,そのために努力をたくさんして誉められる人になりたい。 

 

今までは「自主性」を大事にしてきたけど,これからは「主体性」を大

事にしていきたいと思いました。 

 

ふだん何気なく使っている消しゴムだけど,消しゴムはえんぴつに「失

敗しても大丈夫」と言っていると聞いて,私も消しゴムみたいに誰かを

支えられて,困っている人がいたら,声をかけられる優しい人になりたい

と思いました。 
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Wax かけ 
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冬休み ～ 1 月 10 日まで 


